
「電気を作るときに出るごみについて考えよう」ワークシート❶ 

6年  組 名前（         ） 

◎これまで学習したことをもとに、人は環境とどのように関わっている考えてみよ

う。 

「環境」という言葉から連想されるもの 

■発電所から出るごみの処分について考えよう 

 

■高レベル放射性廃棄物ってどんなごみ？ 

 原子力発電所で使い終わった燃料をリサイ

クルした後には、強い放射線を出すゴミが残

ります。これを（①        ）と言

いいます。 

 高レベル放射性廃棄物は、私たちが毎日の生

活の中から出しているごみに比べ、量は

（②     ）です。 

 

■放射線ってどんなもの？ 

 放 射 線 は 私 た ち の 身 の ま わ り に

（③     ）。 

 例 え ば 、 私 た ち が 毎 日 食 べ て い る

（④     ）や（⑤     ）からも放射

線を受けています。 

 また、（⑥      ）も放射線を利用して

います。 

 放射線を出すものを（⑦       ）といい、いろいろな種類があることが

分かっています。 

 放射線を出す能力を（⑧      ）

といいます。 

 放射性物質を電球にたとえると、放射

線は光にたとえられます。 

 放射線は （⑨     ）で、少しで

あれば（⑩            ）

といわれています。しかし、これまでの

研究や調査では、たくさんの放射線を受けると、（⑪      ）をしたり、

（⑫    ）などの病気になったりすることが確かめられています。 

 



■高レベル放射性廃棄物の特ちょう 

 高レベル放射性廃棄物はとても強い放射線を長い時間にわたって出し続けます。 

 （⑬     ）管理し、（⑭      ）に処分することが必要です。 

ガラス固化体にした後の時間（年） 

 

■ごみのゆくえを考えよう 

 

今後、原子力発電所で発電を行わなかったとしても、これまで運転

してきた分の高レベル放射性廃棄物が出ています。これらは、専用

のしせつで熱を冷ますために保管されています。 

 

■電気を作るときに出るごみ（高レベル放射性廃棄物）についてわか

ったこと 

 

◎今日の学習でわかったことや考えたこと、これから調べてみたいことについて、ま

とめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


